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高知の授業の未来を創る推進プロジェクトにおける

国語科 授業づくり講座
＜第１回教材研究会・第２回授業研究会＞

高知市立大津小学校 第５学年
令和４年６月２１日（火）実施

令和４年度高知の授業の未来を創る推進プロジェクト事業における「授業づくり講座」では，学習指導要領が目指す授業づくりを推し進めるとともに，日常的な授業研究
に取り組む風土づくりを行い，自ら学び続け，共に高め合う教員の育成を目指し，拠点校を会場に教材研究会・授業研究会を１セットとして，年間２セット実施します。今
年度の１セット目について，高知市小学校拠点校である大津小学校での，第１回教材研究会，第２回授業研究会について，第５学年の具体的な授業を通した単元の学びの様
子を紹介します。

言語活動を通して，資質・能力を育成する単元づくり ～指導と評価の一体化～
〇本単元で育成したい「資質・能力」 〇言語活動と教材 〇単元構想

単元名：つかもう！読み手をひき付ける新聞記事のひみつ ～文章を読んで書き手の意図を捉える～
教材名：「新聞記事を読み比べよう」（東京書籍 ５年）

「読むこと」における
指導と評価の充実

教材研究会より

授業研究会より

「読むこと」において，書き
手の意図を捉えるために，文
章と写真などを結びつけるな
どして必要な情報を見付けた
り，論の進め方について考え
たりしている。

本時の評価規準・評価方法

本時の評価規準
Ｃ⑴ウ精査・解釈

ワークシート
二つの新聞記事を比較し，

書き手の意図の違いを捉えて
いるかの確認。

<本時の目標> 二つの新聞記事を読み比べ，共通点や相違点を捉え，書き手の
意図を読み取ることができる。

「言葉による見方・考え方」を
働かせている児童の姿

①「見出し」を隠
した二つの新聞
記事を比較し，
共通点を捉える。

比較

「言葉による見方・考え方」を働かせるための明示的指導

②共通点は全て「事実」であること
を捉えさせ，同じ事実であるのに，
新聞記事が違うのはなぜかという，
児童の疑問から課題を設定する。

③「見出し」を隠した二つの新聞
記事を比較し，相違点を捉える。
そして，二つの「見出し」を提
示し，どちらの記事の見出しで
あるのか，読み取ったことを基
に考える。

④二つの新聞記事
のメッセージや
書き手の意図の
違いを考える。

⑤自分の選ん
だ新聞記事
の書き手の
意図を考え
る。

「見出し」を切り抜
いた新聞記事を提示す
ることで，記事の写真
やリード，本文に着目
させ，比較させる。共
通点だけを問うことで，
児童の思考がそれ以外
の相違点
に向くよ
うにさせ
る。

図で示し
可視化する
ことで，つ
ながりを捉
えやすいよ
うにする。
同じ事実

であっても，書き手の
意図によって記事の内
容が変わり，読み手の
感じ取り方にも影響す
ることを捉えさせる。

「見出し」を入れ替えることで，
見出しや写真，文章，リード等，新
聞記事を構成する全てにつながりが
あることを捉えさせる。

見出しと写真，
本文を関連付け
て意図を考えさ
せ，グループで
共有させる。
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情報の整理は，小学校第３，４学年での比較や分類の仕方を理解し使うこと，第５．６

学年での情報と情報との関係付けの仕方を理解し使うことを受けて，中学第１学年で

は，情報の整理の仕方について理解を深め使うことを示している。情報活用能力と言

語能力を活用し，自分の考えの形成に生かすことが大切である。

授業者より

井本 啓介 教諭
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〇評価規準に応じた評価場面や評価
方法を工夫することで，児童を的
確に評価することができると感じ

た。児童の姿から教材を通して「言葉による見方・考え
方」を働かせやすいように手立てを考えておくことの大
切さに気付いた。

〇国語科で大切にしなければいけないことや，学習指導要
領を基に単元をつくる，単元を貫く言語活動の必要性な
ど，自分自身の授業は教材を読んで内容を理解させるだ
けの授業になっていたと反省した。国語科の難しさ，楽
しさを知った。

〇本時の授業ではそれぞれの記事のメッセージと意図の違
いについて難しさを感じていた子ども達もいたが，考え
る際に，写真に注目していたり，見出しや本文に注目を
していたりと単元を通しての学びが生かされていると感
じた。毎時間「わかる」と「できる」を繰り返すことや
単元計画の大切さを改めて学ぶことができた。また，子
ども達がペアで考えを話し合う場面や，積極的に考えを
発表している場面など，井本先生の子ども達への関わり
からも多く学ぶことがあった。今後の指導に生かしてい
きたい。

〇小学生の授業から児童の意欲面の充実と新聞資料から読
み取る力，発言・レポートなどにみられる表現力が理解
でき，中学校の接続や授業改善につながるヒントをいた
だいた。（中学校教諭）

参会者より

国語科の本質や，授業づくりで大
切にしなければならないこと，特に，
学習指導要領を基に指導事項から単
元をつくることや，単元を貫く言語
活動の必要性や創意工夫することの
大切さなどを学ぶことができた。
本時の授業について，学習指導案

ではA社Ｂ社の新聞記事を比較させ，
共通点をまず見付けさせることで，
話題，事実は同じだということを捉
えさせた上で，なぜ写真や見出し等

が違うのか問うことになっていたが，子どもたちはこれま
での学びを生かし，導入の時点で「意図が違う」「伝えた
いことが違う」という言葉が出ていたので，課題を変更し
た。この時間で意図については方法と内容の二つの方向で
迫りたかったが，筆者が読者に新聞記事を通してどのよう
に感じてほしいのか，どのように考えてほしいのかという
ところまで迫ることができなかった。それは本時初めの問
いが子どもの問いではなく，教師の問いになってしまった
ことで，子どもたちの考えを十分に引き出すことができな
かったからだと考える。
どの教科でも子どもたちと授業をつくっていくためには，

学習指導要領や教材の本質，子どもと子ども，または子ど
もと教材をつなぐための教師の役割が大切であることもよ
り一層理解することができた。今後も単元を通して子ども
に付けたい資質・能力を明確にして，言葉による見方・考
え方を働かせるような授業を仕組んでいきたい。

〈小・中の学びをつなぐ〉

「知識及び技能」 ⑵情報の扱い方に関する事項 イ情報の整理

国語科の学習内容は，系

統的・段階的に上の学年につ

ながっていくとともに，螺旋的・

反復的にくり返しながら学習し，

資質・能力の育成を図ることを

基本としています。

（第二次 ５／７）授業研究会・本時


